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第23次観測隊の出発に際 して
星 合 孝 男
昭和56年11月25日,第23次南極地域観測隊は"ふ じ"
により晴海を発つ.隊 員数は第22次と同 じく越冬隊員34
名夏隊員10名である.オ ブザーバーとして,日 本動物園
水族館協会から1名,南 極条約による交換科学者として
オース トラリアから生物学者1名 が夏隣と行 を共 にす
る.夏期,並 びに,越冬中の定常観測は第22次に引続き
実施され るが,宙 空系の 「極域中層大気の総合観測」,
雪氷 ・地学系の 「東クイーンモー ドランド地域雪氷 ・地
学研究計画」,環境科学系の 「南極沿岸生態系にお け る
生物生産の基礎研究」の3プ ロジェクトが新たに開始さ
れる.設営面では,新 発電棟建設の初年度 として基礎工
事を実施する.ま た,新 たに開発した雪上車,SM40を
搬入する.なお,航 空機の越冬はない.
船上では,電離層,海 洋物理 ・化学 ・生物 の定 常 観
測,及 び,海 上重力の測定がなされる.接 岸中には,リ
ュツォ ・ホルム湾奥露岩の測地 ・地質調査,鉱 床学的調
査,海 氷下の海洋観測,コ ケ群落の光合成 量 測定 を行
う.また,海 氷条件が許せば,リ ュツォ ・ホルム湾東岸
からプ リンス ・オラフ海岸へかけての航空写真撮影を実
施する.
昭和基地での作業を終えた"ふ じ"は東進し,マ ラジ
ョージナや基地に寄 り,日 ソ共同の超高層観測の機器調
整,記 録の回収を行う.更に,ア ムンゼン湾に廻 り,ナ
ピア複合岩体の地質調査を実施,南 極大陸での作業を完
了する.以後,15点に及ぶ各層観測を実施しながら,ポ
ー トルイスに向け北上する.
越冬の定常観測は,オ ーロラ,地磁気,自 然地震,潮
汐の観測,気 象観測,電 離層観測,基 準点測量と例年通
り実施される.
研究観測ではあるが定常観測的色彩の濃い環境モニタ
リングは,　COs,　NOs,湖沼水,土 壌細菌 ・藻類を素材
になされる.ま た,22次隊の始めた地殻熱流量,基 盤傾
斜観測も引続き実施される.
23次を初年度とする大型プロジェク トの特 徴 の一 つ
は,いずれも国際的な共同観測の一環をなすものである
ことである.南 極研究の全地球的規模での重要性が認識
されている証拠であろう.
「極域中層大気の総合 観 測」はMiddle　Atmosphere
Program　(MAP)の一環である.地上10～leO　lmの中
層大気の物理 ・化学的現象を調べようとす る もので,
VHFド ップラーレーダーによる電離層下部の観測,大
気球によるOs,　NOx,　電離度,電 場,オ ーロラX線 の
観測を行 う.このうちOsに ついては,オ ゾンゾンデ,
オゾン計などによる各種観測を併用 し重点的に研究を進
める計画である.中層大気の上方にあって,中層大気に
さまざまの影響を与える磁気圏の観測も,従来通 り実施
されるし,人工衛星データーの取得も継続される.これ
まで情報の乏 しかった中層大気中の諸現象を知ることに
より,地上から磁気圏に至るまでの環境の総合的な解明
が期待される.
「南極沿岸生態系における生物生産の基礎研 究」は,
南極海の海洋生物資源の保存 と合理的利用のための基礎
的資料の取得を目的 としたBiological　lnvestigations　of
Marine　Antarctic　Systems　and　St㏄ks　(BIOMASS計
画)の 一環としてなされる.オ ングル海峡 に定点 を設
け,海 洋環境,動 植物プランク トン,魚類 ・底生生物の
周年調査を行 うとともに,沿 岸各地の調査を行い,主 要
種の生態を定量的に明らかにしようとするものである.
23次では特に動物プランク トンの調査を重点的にする.
得られる結果は,海鷹丸,開 洋丸などが沖合いで得た知
見と相まって,南極海の生態系を総合的に理解する上に
役立つであろう.
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「東クイーンモー ドランド地域雪氷 ・地学研究 計 画」
は,南極大陸氷床の中で最も調査の行き届いていない東
クインモー ドランドの氷床と基盤の総合的研究を行お う
とするもの で,　Intemational　Antarctic　Glaci。logical
Projects　(IAGP>の一環をなすものである,や まとLLI脈
の東側にある氷床は白癩氷河に集 り,海に流入する.し
かし,やまと以西では,ペルジカ山脈,セ ルロンダーネ
山脈が東西に連なるため,氷床はせき止められている.
したがって,両 地域の氷床の動態には差異の存在するこ
とが予測される.その実体を,雪 氷学 ・地学の両面から
同時に明らかにしようというのが 「東 ク計画」の主目的
の一つである.23次では,27次の再測を予定し,やまと
山脈東側,白 癩氷河の流線沿いに7点 の測点を定め,位
置決定を行 う.また,や まと山脈南端から南へ120km,
三角鎖測量網を設置するとともに,い ん石氷原の氷床流
動の調査を行う,
一方,ア イスレーダー,掘 削によ り,氷床内部の調査
を行い,同 時に氷床表面の諸現象の観察も実施する.雪
氷学研究とともに,陽 石探査,や まと山脈の地質調査も
実施する.
いずれにしろ,何年か経たねば結果が出ないという息
の長い,しかも地味な仕事である.しかし,最初が最終
的な結果の質を左右する,この意味で23次の責任は大き
いと言わねばなるまい.
以上3つ の大型プロジェクトの他に,医 学 研究 と し
て,越冬隊員の運動能の研究が行われる.
ところで設営である.新発電棟の作業は夏で終るであ
ろうが,大 規模な調査旅行の支援,増 大した消費電力量
への対応,み ずほ基地の維持など深刻な問題と対決しな
ければならない.観 測担当隊員の理解と協力なしでは,
これらの問題は解決しない.観 測計画は足下から崩れ去
ってしま う.心して,南 極に向うつもりである.
最後に,計 画,諸 準備に当 り,ご指導,ご 助力下さっ
㌶ 繍 翻:1あ げるとともに'今後のこべん ●
(筆者:第23次南極地域観測隊長,
国立極地研究所教授)
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田中文部大臣来所される
川1い文 占.1;ノく臣 は,9Jj16日13時40分来 所 され,所 長 及
び 両 王三韓 か ら当1り1究所 の 概 要,南 極 観 測 の 現 状 等1二つ い
て 説 明 を受 け られ た 後,研 究 系 ・資 料 系 澗lllの各実験 室
等 を 視察 され た.な か で も,南 極地 域 で 採 集 され た 各種
の南 極胆 石,南 極 海 の 魚 貝類 並び に オー ロ ラの 発 生現 象
等 につ い て熱 心 に 質 問 され,〕 二足 時 刻 を30分超 え て ユ5時.
30分掃 え られ た.
なお,'11日文1.i-1;省か らにヒ,　Jkll]ii・[際学 術、訓き長,滝 本 監
理 官 が 岡 田 され た.
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.一第22次越冬隊の近況
昭 和 基 地 で は,9月 初 句,瞬 「III　fi　J"FS"速55.8m/sに
達 す る プ リ.Ff－ドに 見舞 われ た,こ の風 は,基 地 「開設 以
来 第2位 の 記 録 で あ り,電 離 層 観 測川 の30mア ンテナ
の 倒壊,気 象 研究 川 の測i風塔 上 部 が吹 き飛 【ずされ るな ど
の 被害 を もた ら し た.
太 陽 高度 は ま だ 低 い が,コ ル ゲ ー ト通 路 の 天 井 に 厚 く
成 長 した霜 の一 部 は,こ の陽 射 し を受 けて バ サ ッと音 を
た て な が ら落 ち て きて,春 の 訪 ず れ を感 じさせ てい る.
7月 に 試験 飛 行 をす ませ た ビ ラ タ ス機 は,8月 中 句 か ら
海 氷 の 調査 や 地 磁 気の 浬[1定に活 躍 し て い る.野 外 調 査 も
活 発 とな り,氷 河 調 査,氷 の 張 った 湖 沼の 」、F・1査,海底 地
形 探 査 な どが 行わ れ て い る.
8)]ド句 に は 冬 明 けの み ず ほ 旅 行が}fわれ た.人 員 交
替に よ り,医 療 の 羽|1.1隊員 は初 め て 昭 和 基 地 の土 を踏 ん
だ.み ず ほ の'1孔活 とは ま ・)たく違 う生 活 振1)にと ま どい
気 味 で あ っ た.
み ず ぽ基 地 は73人 で 運営 され て お り,気 水 圏 の隊 員
li,9月271i(こ]"lj三よ1)L週llll.uriiし『(Vノレー トカ霞fi・1二1[}
発 した,
偏 光 顕 微 鏡 に よ:}　1"i　FiWtlfiを見 らttる;(郷 人III
第22次観測隊の家族会開かる
第23次隊 の 出 発 準 館1があ わ た だ し くな;〕始 めた9月28
「1,第22次南 極 地 域 観}1〔1i隊家 族 会が1L,iウニ極」匝研 究 所 講 義
室 て 開 催 され た.今 川 は 代理 を 含 め27家膳1,、1'1.44名と多
数 の 参 加 が あ り盛 会 で あ っ た,
当 研 究 所 中 庭 で の 記 念 撮 影
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家族会会長の吉田隊長夫人の挨拶に始ま り,光岡事業
部長から22次隊の近況等の話,ま た,家 族会へあてた吉
田隊長のメッセージが22次夏隊長の福西助教授から披露
された.続 いて,越冬隊を迎えに行 くことになる23次隊
の星合隊長ほか,越冬経験者により,越冬隊員の待ち望
んでいるものは家族からの便 りであるなど,留守家族の
質問に答える形で託送品,第一便で送る荷物についての
説明が行われた.歓談を交えた昼食の後,記 録映画 「大
いなる氷原の中で」を上映し,更に今年の2月 まで22次
越冬隊員と行動を共にした夏隊員が,"ふじ"船上や南極
で撮影したスナ ップ写真のスライド約140枚を上映 し,
越冬隊員の夏の生活を紹介した.南 極で元気に活躍する
夫や息子を見て,留守を預かる家族は一同安心した様子
だった.
● 最後・・隙 へあてて寄せ書きを思・思・・に緒 記
念写真を撮って散会した.
南 極域 中層 大気 の エ アロ ゾル
ー 昭和基地でのレーザレーダ観測一
岩 坂 泰 信
レ ー ザ レー ダ とは 一 体 どの よ うな 類 い の 測 器 で あ る
か.レ ーザ,あ るい は レー ダ とい う名 は茶 の 間 で もお 馴
染 み で あ る.レ ーザ 光 線 は,殺 人 光 線 と して テ レビ マ ン
ガ で 登 場 す る し,片 や レー ダは,台 風 シー ズ ン とも なれ
ば,レ ー ダの と ら えた"台 風 の 目"を テ レ ビで 見 る こ と
も多 い.レ ー ダは,電 波 を 発 射 し 目標物 か ら反射 し て く
る電 波 を と ら え,目 標 物 の 位 置,動 き,形 そ の他 を知 る
装 置 で あ る.レ ーザ レー ダ とは,電 波 の 代 りに レー ザ 光
を つ か った も の で あ る.
レー ザ 光 は,電 磁 波 の 一 種 で あ る が,指 向性 の 良 さ,
● エネルギー集中度の高さ・マイク・瀬 域蝿 波に見 ら
れない物質と光の相互作用の仕方等々があり,従来のレ
ーダとは,お よそ異った使用のされ方をしているのが現
状である.　MAP期 間中に昭和基地でレーザレーダを用
いた観測をしようという話しがもちあがったのは,も う
5年も前のことになる.現在は,第24次隊から観測体制
がとれるよう急ピッチで準備がすすめられている.計 画
中のレーザレーダは,大 気の原子 ・分子の密度や,エ ア
ロゾルと呼ばれている直径が0.1ミクロン(1ミクロン
は,1セ ンチメートルの1万 分の1)か ら数 ミクロン程
度の大きさの微小粒子等の検出を主目標に使用されるも
のであ り,地表近 くから,高度90㎞ ぐらいまでの大気
を探査領域とするよう考えられている.こ の測器は,光
学と近年発達いちぢるしいエ レクトロニクスの問に生れ
た産物と言ってよく,今後種々の颪で,よ り使 いや す
く,よ り信頼性の高いものになって行 くであろうが,往
夜光雲
小
一80km
レー ザ パ ル ス光 を上 空 に 発 射 し,ど の 高 さに 強
い 反 射 物体 が あ るか を しらぺ る.極 域 中 層 大 気
で は,成 層 圏 エ ア ロ ゾ ル層 の 他 に 夜 光 雲,成 層
圏 内 の 雲 等 が予 想 され る反 射 物体 で あ る.
々にしてこのような新領域で生れた測器 というものは,
あつかいがめんどうな点が多い.で は何故そのようなめ
んどうな測器を,わ ざわざ南極まで運んでいって動かす
必要があるのだろうか,と いうことになる.それを百人
の人に語らせたら,百の理由がある,と,関 係者の一人
として言いたいが,と りあえず,二 ・三の例を挙げて説
明してみたい.
成層圏のエアロゾル,オ ゾン,水蒸気等々の物質は,
グローバルに見ると,極の方へ,極の方へ と運ばれる傾
向があるらしい.1974年の暮れ近 くに.フ エゴ火山が大
きな爆発をし,成層圏へ多量の火山性物質を注入した.
これが原因で成層圏でエアロゾルが急増する現象が方々
で観測された.と言っても観測点は,目視観測(例 えば
夕暮れの空の色等)も 含めて,す べて中 ・低緯度であっ
た,が,ひ とつだけ異色のものがあった.極 地方も含め
た大がかりな飛行機観測である.その結果は,火 山性エ
アロゾルがゆっくりと極地方の成層圏に集められ,対 流
圏へ沈降していることをうかがわせている.何故そ うな
るか,わ かっていない.極地方でそのような現象に関す
る,信 頼性の高い観測がないからである.エ アロゾル,
オゾン,水蒸気,いずれもが,大 気中の化学的な,あ る
いは物理的なふるまいが複雑である上に,気候変動等の
からみ合いも強く,地球物理的にきわめて興味深い目標
物なのである.現在稼動している成層圏以上の大気を探
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査目標としているレーザレーダは,約20基.い ず れ も
が,中 低緯度,し かも北半球に偏在していると言ってよ
い.極 域のレーザレーダ観測が期待される所以である.
「過去の地質年代スケールでの気候変 動 や,生 物種の
交代劇等は,地 球磁場の変化 と大いに関係があるのでな
かろうか」 という話しは,地球を相手に研究している人
間にとっては,永 遠の恋人を語るにも似た夢多い話しな
のである.その話しを解きほぐす糸口が,南 極観測にあ
ると言ったら言いすぎであろうか.地球磁場がなくなっ
たら,太陽からの高エネルギーの荷電粒子が,直接地球
大気に奥深 く侵入し,そこでこの荷電粒子を種としてこ
まかい微小滴(即 ちエアロゾル)が 多量につくられ,太
陽からくる光のエネルギーをシャットアウ トする,そ こ
で地球が冷えは じめる.と いう筋道が,ひ とつ考えられ
ている.しかし現実に見た人が居ないのは当然である.
幸い極地の超高層は,高 エネルギーの荷電粒子がふんだ
んにふ り込んで くる場所である.な にも地球磁場が消滅
するまで待っている必要はない.エ アロゾルの観測と,
オーロラ観測や太陽 フレアー時の電離層の観測を組み合
せて,こ の恋人の正体に一歩近づけるのである,
このようにして見てくると,エアロゾルのレーザレー
ダ観測もきわめて多岐に渡って種々の話題を提供して く
れる可能性があることがおわか り願えるのでないかと思
う.
一日も早 く,極地のエアロゾルを初めとし,関連の観
測が軌道に乗 り,いろいろな謎解きが始まるよう心待ち
にしている.
(筆者:名 古屋大学水圏科学研究所助教授
国立極地研究所客員助教授)
天野 慶之
有江 幹男
大塚 喬清
香月 秀雄
加藤陸奥雄
茅 誠司
木下 誠一
国立極地研究所評議員名簿
桑原万壽太郎
古在 由秀
澤田 龍吉
清水 司
寺沢 一雄
西川 哲治
濱口 博
(56.9.29～58.9.28)
東京水産大学長
北海道大学長
放送大学学園理事
千葉大学長
大学入試センター所長
東京大学名誉教授
北海道大学低温科学研究所長
岡崎国立共同研究機構長
東京大学東京天文台長
福岡教育大学長
早稲田大学長
大阪大学名誉教授
高エネルギー物理学研究所長
日本分析センター理事長
一6
藤井 隆
前田 憲一
向坊 隆
森 大吉郎
浅田
粟野
内田
大林
東京大学名誉教授
京都大学名誉教授
原子力委員会委員
宇宙科学研究所長
国立極地研究所運営協議員名簿
敏
誠一
祥哉
辰藏
大家 寛
木崎甲子郎
北野 康
木村 磐根
田中 正之
西川
東
藤原
丸茂
吉見
楠
松田
平澤
川口
星合
吉田
漠八
晃
健藏
隆三
吉昭
宏
達郎
威男
貞男
孝男
栄夫
(56.9.29～58.9.28)
東海大学開発技術研究所教授
日本大学名誉教授
東京大学工学部教授
宇宙科学研究所太陽系プラズマ研究系主
幹
東北大学理学部教授
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京都大学工学部教授
東北大学理学部附属超高層物理学研究施
設教授
日本大学医学部教授
北海道大学工学部教授
広鳥大学文学部教授
東京大学海洋研究所教授
東京工業大学工学部教授
国立極地研究所企画調整官
国立極地研究所研究主幹
国立極地研究所資料主幹
国立極地研究所図書室長
国立極地研究所教授
国立極地研究所教授
職員の異動
7月1日
(併任 ・ 企画調整官に楠 宏(前 研究主幹)
配置換)研 究主幹 ・寒冷生物学第一研究部門教授に
松田達郎(前 資料主幹 ・図書室長 ・資料系教
授)
資料主幹 ・資料系教授に平澤威男(前超高層
物理学第一研究部門教授)
図書室長に川 口貞男教授
(採用)地 球物理学研究部門助手に神沢 博
昭51・3京 都大学理学部卒業
53・3同 大学大学院理学研究科地球物理
学修士課程修了
56・6同 大学院博士後期課程退学
専門分野:気 象学
8月15日
極 地 研
(昇任)庶 務課課長補佐に田村和明(前回課庶務係長)
なお,同 人は9月1n付 けで鶴岡工業高等専
門学校学生課長に転出
10月1日
(昇任)
7月20日
管理部長に札川澄男(前東京医科歯科大学経
理部主計課長)
前管理部長の岩山安成は,東京農工大学経理
部長に転出
レ来 訪 者く
8月14日～8月20日
8月17日～10月16目
9月9日
Mr.　THOMSON,　R.　(ニュー ジー ラ ン ド南 極
局 長)
Dr.　HENDY,　C.　(ニュー ジー ラ
ン ドワ イカ ト大学 講 師)
Dr.　ALEXANDER,　V.　(アラ ス カ
大 学 海 洋 研 究 所 長)(外 国 人 客 員
教 授)
Dr.　KIENLE,　J.　(アラス カ大 学 准 教 授)
レ見 学 者く
10月8日 中国長春光学精密機械研究所員36名
研究所出版物
Memoirs　of　Natienal　Institute　ofPolar　Research
　 Series　A (Aeronomy),　No.　18
　　 Spectroscepic　study　ef　the　nitrogen　airglow,　by
　 　 N.　Iwagami.　78p.　 July　1981
　 Special　Issue,　No.　18
　 　 Proceedings　of　the　Third　Symposium　on　Coordi-
　　　nated　Observations　of　the　Ionosphere　and　the
　 　 Magnetosphere　in　the　Polar　Regions,　ed.　by　T.
　 　 Nagata.　502p.　 March　1981
JARE　 Data　Reports
　 No.　64　(Aurora　9)
　 　 Records　of　all・sky　camera　photographs　at　Syowa
　　　Statien.　Antarctiea　in1979.　9p.　 August　1981
Catalog
　 Photographic　Catalog　of　the　Selected　Antarctic
　 Meteorites,　comp.　by　K.　Yanai.　104　p.　 1981
新 版 地 形 図 受 入 の お 知 ら せ
竜宮 岬,オ メガ 岬,奥 岩,オ ング ル諸 島,仰 天 岳,福
島 岳,鳥 葬 岳,は え の 岩,蝶 が 岳,赤 壁,雲 の平,扇
が 原,三 日月岩,高 岩,基 岩,計15枚.各 地 図1:
25000.1981年3月,国土 地 理 院 発行.
在 庫 が あ りま す.ご 希 望 の 方 は,図 川 童 ま で 申 し出
下 さい.
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第22次隊月例報告
〈56年7月 ・8月 〉
7月の天候は不良で,日 照時間は0時 間を記録し,気
温は昨年に続いて高かった.8月 も上旬は悪天候が続き
日照時間は先月から引き続き0で あったが,中 旬 ・下旬
は好天に恵まれた.こ のためオーロラが度々見 られた,
好天続きゃ日照時間が長 くなったことなどで野外調査
も活発に行なわれ,ビ ラタス機を使っての調査も始まっ
た.
観測報告
気水圏:ラ ングホプデ氷河北方の小氷河流動測定用ポ
ールの設置と10mコアボーリングを実施し,S-18にお
ける30mコアボー リングも実施した.またS16一みずほ
基地ルー ト沿いの雪尺及び雪尺網の再測を実施した.
環境科学:と っつき岬環境調査を行い,採氷 ・採水と
生物採取を実施した.ま た,ラ ングホプデぬるめ池にお
いても環境調査を行い探書のための雪尺の設置や層位別
採水を実施した.1日1同 行っているCO2濃度測定は,
7月の初めは336ppm前後で低かったが,下旬からは異
常に高くな り353ppmを記録し,8月 になって も以 前
よ りも約10ppmも高い350ppm程度が検出された.
地学:ラ ングボブデ氷河において北方露岩地域の地質
調査と北側の氷河の流動測定を実施した,オ ングル諸島
の表層堆積物から抽出性有機物を抽出した.ま た,オ ン
グル海峡の トラフの中央部(536m深)の450m深に流
向流速計を設置し,デ ーターを収録中である,同時にオ
ングル海峡横断測深を100m間隔で14点実施し,以後継
続の予定である.
設営報告
一 「遼寧毫.1.残萢空曇「元圭≡-
1　't'thn軽油 ト14,618316,908!14,475i302,433
1灯 油1・,…1・ ・,9381・,…1・ ・.…
通信;短波通信は,7月 は全般的に1日間の時間帯に
よる受信感度の変化が大きく,対銚子は呼 出時 の1220
LT(現地時間)には感度が悪 く1300LT頃から感度が上
がることが多かったが,8月 の対銚子無線は不能 日0で
あ り,今までの月に くらべて不能 日が少なく順調であっ
た,
航空:8月17日より飛行 を開始 し,氷 状偵察5時 間
20分,航空磁気測量を13時間40分実施した.27nからは
昭和基地ではタイヤで離着陸している,
区 分
燃料消費内訳 単位lt
7月18月
7
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　preSSUTe,　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
昭和基地(Syowa:89532)
7月(July)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　hurnidity)　(%)
平 均風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　 　 　 　
speed,　10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　clear　days)
一14.1°C
－2
,9
一25,8
994.8
1.7
70
8.0
8月(Aug.)
39.8(11,NE)
48.7(11.NE)
7.5
2
一16.1
一4
.2
一31 .2
993,3
1.4
65
6.1
み ず ほ基 地(Mizuho:89544)
8月(Aug.)7月(July)
一39.5
一17.5
一56,7
735.8
一39.0
・-3L2
一48
.1
732.9
(Station　pressure)
13.4
37.2(23,NE)26,0(29,ENE)
47,2(23,NE)
5.7
11
12.8
、7.、(,6,。N。)●
【極 地 豆 事 典 】
ル ッ カ リー　rookery
ア マ　　
!lぶ㌔,
、べ 鞠 籔パ 幽
}〔 ㌧ ∴.メ 、」"
じ㌻ ㌧一二∴ ∴ ジ
梅 干 岩 付 近 の コ ウ テ イペ ンギ ンル ツ カ リー
一般的には哺乳動物や鳥類の大繁殖場ないしは大繁殖
群を指している言葉であるが,特 に海獣類やサギ類 ・ペ
ンギン類の集団繁殖場を指す言葉 として定着している.
ルッカリーの語源は大集団で渡 りをする ミヤマガ ラス
(Couzas　fn{gilegus)の一般英名ルーク(rook)に由来し
ミヤマガラスのように大集団をなす という意味で使われ
だしたと考えられる.ル ッカリーの最も著名なものは,
北太平洋のプ リビロフ諸島,コ マンダ一高,ロ ペン島で
集団繁殖するキタオットセイ　(callerhin"s　ttrsinas)の
ルッカリーである.中 でもプリビロフ系群は,繁 殖期に
く分布し繁殖期にはルッカリーを形成する.
アザラシは約60万頭が南極海 とその周辺に分布し,サ ウ 、
ち
・ジー ジア・ケルゲル ン・マ・クオリー高等の離 酎
の島々で数万頭にも及ぶル ッカリーを形成している.1
{昭和基地
のあるリュツォ ・ホルム湾とその周辺ではコ ミ
ウ テ イペ ・ギ ・と ア デ リーペ ・ギ ・の ・レ。カ リーが 多 く}
発見 され て い る.コ ウ テ イペ ンギ ンの ル ッカ リーは リー ミ
サ ー ラ ル セ ン半 島(約6000羽),と梅 干 岩(約300羽)で 発
見 れ て い る.ア デ リーペ ンギ ンのル ヅカ リー は 約12か所
あ るが,最 大 の ル ッカ リーは ル ンバ の 約1㎜ 羽 で あ る,
は130万 頭 が セ ン トジ ョー ジ島 とセ ン トポ ー ル
島 に上 陸 し,一 大 繁 殖 場 を形 成 す る.
南 極 海 で は,ル ッカ リー を形 成 す る動 物 はペ
ンギ ン類 と ミナ ミ ゾ ウ ア ザ ラ シ　 (Mirettnga
leonina)であ る,南 極 海 の海 氷上 で繁 殖 す る
南 極 ア ザ ラ シ　(monachinae)　の 仲 間 は,集 団
の 繁 殖 群 を,特 定 し ない 海 氷 上 に 形 成 す るた
め,一 般 的 には ル ッカ リー とは 呼 ば ない.南 極
海 での ペ ンギ ン類 の最 大 の ル ッカ リーは1958年
に コ ール マ ン島(ロ ス 海 湾 口部 東 岸)で 発 見 さ
れ た コ ウ テ イペ ンギ ン(APtenodvtesferst例d>
の ル ッカ リーで あ ろ う.ペ ンギ ン類 で は こ の他
ア デi)一ペ ンギ ン　 　CPyoscetis　adetiae)　,　ヒゲ
ペ ンギ ン(PvgOStetisαntrctica),ゼンツ ー ペ
ンAン 　 (PygosceidS　PaPua),マカ ロ ニペ ンギ
ン　 (EUI)Ptes　chrys・lePhzas)等が 南 極 海 に広
ミナ ミゾ ウ
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